




Regenerative effects of basic fibroblast growth factor on restoration of thyroarytenoid 















刺激や損傷、塩基性線維芽細胞増殖因子 (basic fibroblast growth factor: bFGF) 、肝細胞















注入した。筋衛星細胞が活性化される期間が短いため、最終注入後 3 日もしくは 7 日目に
喉頭を摘出した。評価は、筋衛星細胞の接着タンパク質であるM-cadherinと、筋芽細胞の
マーカーであるMyoDに対する抗体を用いて検討した。その結果、M-cadherin及びMyoD
の発現は bFGF 投与群で有意に増加し、bFGF による筋衛星細胞の組織学的評価において
も再生効果が確認された。 
内因性の bFGF は、疑核やシュワン細胞、軸索、筋管で発現していることが確認されて
いる。また外因性 bFGF による再生効果は、シュワン細胞や軸索、アセチルコリン受容体
や筋で報告されている。今回、麻痺声帯筋に対し bFGF を投与した結果、神経再生及び筋
再生の両ルートが確認できた。今回の手法は麻痺声帯筋に対する再生医療の初めての試み
であり、低侵襲かつ簡便に行え、効果も十分見込める新しい治療法に値するものと考えら
れた。今後、臨床応用化への更なる期待が高いことを示すものである。 
 
 
 
